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－
－
1
1
 
 

義
絶
藩
は
豊
熟
か
ら
茨
漕
か
澄
非
常
な
竃
紆
臍
的
雛
局
に
 
 

直
撤
す
る
や
㌫
去
る
財
撃
ヤ
靡
簡
約
薗
窮
の
事
例
は
他
の
緒
藩
に
私
や
 
 

幾
多
散
見
す
る
葉
芽
で
あ
つ
、
て
映
じ
‡
珍
も
い
問
題
で
は
な
い
。
 

で
は
あ
る
が
、
義
保
中
期
か
ら
明
壌
初
碗
掟
か
け
て
、
完
全
陀
其
の
 

難
居
を
封
鎖
克
服
し
で
、
静
々
の
飴
裕
を
嫁
し
っ
1
、
義
治
政
府
へ
 
 

百
誹
魔
の
飲
嘉
を
儀
せ
ろ
兜
鷺
は
、
、
輿
発
意
見
の
所
詮
パ
を
ま
つ
ょ
 
 

′
丹
ダ
、
 
 

て
ゾ
は
た
如
何
な
る
徴
発
よ
り
し
 
 

が
如
何
な
る
鮭
史
的
事
由
義
ザ
し
 
 

て
、
何
故
か
1
る
成
典
を
牧
施
し
か
を
究
明
計
る
苺
白
糖
が
筆
者
に
 
 

線
せ
革
れ
海
良
心
助
命
題
の
；
＼
で
針
聖
温
錬
カ
国
率
へ
野
蚕
い
′
 
 

も
 
 
 

た
す
の
遣
で
も
あ
皐
と
慮
ふ
。
㍉
＋
 

結
論
・
曾
務
め
端
的
に
展
示
す
れ
ば
、
高
松
港
が
文
政
束
の
控
節
約
 
 

危
機
よ
り
巧
み
た
際
心
て
綿
々
の
飴
裕
適
確
ず
軋
蚤
れ
る
選
炭
る
事
 
 

－
 

由
は
、
砂
攣
蛸
笈
び
綿
の
桝
謂
畜
彗
自
の
生
産
経
済
と
其
の
傘
／
 
 

√
 
 

三
久
米
発
差
衝
関
鷲
〝
凝
沸
発
攣
を
中
心
写
し
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Y
 
 
 
■
し
 
 

魔
窟
啓
 
発
〓
ェ
・
三
野
i
 

r
掛
り
 
 

l
 

一
書
ー
 
 

ご
」
宜
お
遇
経
年
代
に
就
い
て
の
部
課
l
～
 
 

1
∴
鹿
、
 
 

式
 
辞
 
 

軸
に
喋
く
結
び
っ
け
る
鮎
に
対
す
る
。
両
L
て
痍
の
砂
囁
の
壁
葱
と
 
 

金
融
に
就
い
て
は
雛
に
配
審
漁
史
畢
脅
絶
命
第
ト
ニ
回
切
大
食
に
 
 

於
に
報
告
し
、
大
沼
の
御
叱
．
艦
と
頭
数
を
仰
い
だ
斯
で
あ
つ
れ
㌘
 
 

披
賢
今
回
は
故
の
問
題
を
板
心
と
す
る
が
、
鑑
に
展
開
す
る
久
米
 
 

蟹
江
衛
椚
の
「
療
轡
兄
嫁
し
、
も
亦
偲
把
紬
し
て
の
驚
際
的
・
技
術
的
 
 

記
録
で
ぁ
る
。
哀
の
金
波
履
、
何
等
か
の
横
倉
に
印
刷
に
付
し
終
る
 
 

童
を
庶
幾
す
る
が
、
こ
1
に
揉
其
の
批
評
的
紹
介
鞋
試
み
る
専
と
し
 
 
 

よ
，
フ
0
 
 

て
科
選
者
と
し
て
の
久
米
鼻
塞
静
門
、
 
 
 

ご
冨
に
し
葦
久
米
糸
屋
衛
門
を
許
す
紹
ば
、
極
め
て
理
数
土
木
に
、
 
 

長
け
た
料
率
着
で
か
る
票
．
ふ
笹
重
き
る
。
坂
哩
墾
軌
跡
紅
よ
る
逢
 
蘭
r
 
 

扇
通
菜
象
地
迦
寧
温
点
襲
而
尤
筆
傑
迩
利
レ
衆
遼
寧
判
筈
 
 

ぁ
る
が
、
虫
木
経
世
家
と
し
箪
の
換
党
利
益
の
算
出
も
簸
の
親
閲
之
 
 

′
激
凝
に
澱
て
飴
れ
狂
つ
て
ゐ
な
い
。
之
は
驚
掛
家
と
し
て
棲
め
七
大
 
 

切
な
事
で
あ
免
科
箪
者
と
し
訂
の
静
的
研
究
の
成
米
が
驚
際
的
な
 
 

動
的
部
廟
柊
英
数
庇
－
舟
乗
役
＼
山
葦
と
き
其
歳
に
始
め
耳
東
な
る
厚
 
 

茅
 里

J
 
 
 

二
 
′
－
一
－
．
．
．
 
 
 

毎        詔  
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、 

で
あ
少
、
′
豊
栄
を
虎
ね
て
ゐ
た
。
幼
少
の
填
ま
少
掛
る
絡
尉
悪
周
封
 
 
 

其
他
の
絡
物
を
修
理
せ
る
逸
茜
が
攣
っ
て
ゐ
る
。
各
政
田
園
寄
館
虻
 
 

傑
警
ら
れ
る
彼
の
墨
澤
華
醐
馳
掛
川
尻
御
新
欝
質
実
 
＼
 
 
 

日
銀
餞
」
な
と
を
爪
見
て
藩
】
見
和
常
に
堪
能
な
役
の
面
冒
が
躍
如
と
、
 
 
 

レ
て
窺
は
れ
る
。
七
・
八
軒
中
頃
よ
り
家
人
に
連
れ
ら
れ
て
攣
遠
 
 
 

路
塙
宿
・
大
坂
問
乾
従
顔
ル
て
ね
る
如
、
十
九
歳
に
レ
て
方
城
の
天
 
 

女
撰
者
野
郎
兵
衛
の
門
芸
竜
署
ゐ
る
り
問
苦
吟
脾
周
漁
 
 
 

め
天
草
数
理
に
長
じ
、
特
に
野
蟄
器
械
の
欒
作
に
っ
い
て
は
常
代
 
＼
 
 
 

一
流
で
あ
つ
た
。
柴
差
衛
門
濾
常
時
科
蓼
寛
恕
の
顧
心
地
大
坂
に
於
 
 

毒
富
裕
雲
間
氏
の
賢
に
凝
ヒ
、
軌
ケ
年
よ
く
西
洋
鷺
の
層
 
 

を
究
め
た
が
父
死
亡
の
馬
「
星
亨
和
二
年
に
鋸
図
し
て
ゐ
る
。
其
後
 
 
 

閻
渕
按
術
ふ
精
妙
の
域
に
連
せ
る
頃
、
あ
た
か
も
よ
t
文
化
学
年
高
 
 
 

松
瀞
は
彼
に
港
内
測
温
声
命
じ
た
。
㌧
し
ゝ
に
於
r
彼
は
畠
雌
盈
眼
 
 

攣
翠
俵
…
像
服
俵
・
滞
葬
儀
・
栂
流
儀
等
の
油
畳
澄
、
′
賂
併
 
 

～
 
I
 
 

玖
米
吸
盤
裔
門
の
醍
轡
邦
銀
液
胞
ふ
と
し
て
 
 

一
 
 

生
利
用
の
静
粛
が
生
弟
る
。
柴
左
衛
門
は
殉
A
ゼ
狗
劇
十
女
政
戌
年
 
 

三
月
肇
て
よ
サ
蔵
敷
藩
に
企
喜
空
音
る
坂
出
磯
梢
の
築
造
に
働
サ
 
 

亀
 ．

 

サ
ニ
年
明
月
途
に
奥
の
倖
柴
藍
還
し
．
、
∴
坂
出
市
海
t
て
ダ
冒
㊥
僚
 
 
 

貌
蟹
寧
を
隼
か
し
得
る
途
が
細
か
れ
潅
．
ハ
 

東
成
街
門
が
鹿
野
の
惑
を
訟
き
霧
艦
に
罷
る
べ
き
『
哉
酢
作
終
発
』
 
 

敬
静
寂
し
た
の
は
女
化
四
年
十
二
月
、
彼
が
二
十
九
哉
の
泰
で
あ
つ
 
 

た
が
、
毎
年
∈
十
五
歳
の
頃
よ
カ
隙
精
鋭
を
乎
始
と
t
て
死
の
堅
剛
 
 

吠
傑
十
諒
、
云
†
義
の
貰
に
恵
る
迄
盛
に
銃
火
器
を
製
作
℃
て
 
 

ゐ
る
b
即
ち
∵
二
十
六
才
に
し
セ
無
紋
鈴
闘
銑
を
製
し
転
が
∵
此
の
 
 

鋲
銘
に
ば
・
貫
阪
慧
郎
兵
衛
釜
禽
乏
門
人
桑
露
悪
冒
さ
 
 

れ
て
針
告
此
吼
琴
サ
重
点
衛
門
折
函
㈲
せ
る
明
書
流
髄
恐
申
た
示
 
 

さ
れ
▲
て
ぁ
る
評
蘭
砕
侯
火
故
の
繹
「
一
銅
輪
」
よ
．
り
思
ひ
つ
き
て
輿
作
 
 

せ
る
掛
の
で
あ
草
餅
1
常
時
隣
州
に
於
．
て
盛
か
に
用
ひ
ら
れ
し
、
ナ
 
 

し
、
痩
凌
串
助
以
下
拾
散
人
の
助
手
を
従
へ
英
年
の
十
」
・
十
二
の
 
 

牒
窟
村
（
監
）
有
卦
嘗
瓢
豊
海
牒
 
 

謬
 
 

男
顔
三
十
六
嬰
ヾ
叫
十
叫
ノ
甲
餌
十
瀾
－
窓
口
ノ
の
潮
敦
を
沸
せ
た
？
・
 
、
 
 

漑
琴
の
乱
鷺
虎
後
、
ゝ
文
化
数
年
三
河
よ
 

が
幕
命
に
意
紅
摘
囲
測
量
を
忽
せ
阜
と
き
畢
見
な
る
頭
僻
認
鼠
と
な
 
 

れ
る
番
揉
勿
紛
で
献
腎
炎
米
典
左
街
門
手
記
酎
の
文
化
左
年
八
月
 
 

渕
盈
…
伴
滑
落
匪
拭
、
松
山
学
令
治
領
土
州
忙
於
て
費
撃
恩
讐
 
 

行
転
封
す
、
る
取
掛
及
び
冶
の
待
遇
向
キ
渕
蚤
用
の
設
備
と
す
べ
き
、
 
 

小
嘩
喝
ル
足
、
馬
匹
の
数
キ
で
細
大
洩
ぎ
す
記
さ
れ
で
ゐ
る
‥
り
 
 

か
圭
て
共
産
衛
門
は
文
化
六
年
七
舟
、
喧
嘩
高
訟
渾
天
箕
捌
農
事
を
仰
 
 

館
ら
れ
、
二
人
挟
棒
針
給
せ
ろ
紆
る
轟
と
蘇
ゆ
 
彼
に
と
ケ
て
は
英
 
 

ー
 
 
 

（
〓
≡
）
 
〓
二
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■
 
・
 
し
 
 

少
、
倭
蘭
折
鶉
の
風
砲
を
襲
℃
て
藩
公
に
敵
モ
七
ゐ
る
や
而
し
 
 

壱
彼
が
最
も
得
意
の
兵
登
産
襲
せ
孟
天
保
か
雲
井
歳
の
慧
照
 
 

し
て
、
禽
鏡
妄
火
蓋
・
必
膠
攣
雷
撃
申
地
膚
・
、
欝
 

撃
望
撃
壷
火
蘭
姦
、
吉
戯
じ
溌
¢
瀬
此
時
で
警
。
菜
 
 

鍵
に
敵
い
て
は
十
条
柴
慮
門
研
究
の
攣
入
着
∵
岡
凝
嘉
 
ヽ
 
音
普
遍
場
数
 

警
衛
門
竿
に
於
て
言
継
豊
臓
）
姦
 

農
ヲ
作
ツ
素
警
ミ
選
言
八
草
酢
年
貢
哀
歓
洲
 

†
屯
 
 

哉
 

芽
塗
警
入
レ
且
異
鹿
野
こ
高
u
m
e
I
i
u
r
療
璧
火
線
卜
記
ン
禽
 
 

特
徴
誉
誇
ル
ペ
ギ
新
雷
孟
ト
シ
デ
之
孟
稔
薄
雪
献
ヌ
 
 

公
戯
教
義
キ
ク
★
デ
ブ
ル
や
ラ
共
感
見
卜
造
器
後
藤
ハ
奪
還
界
第
 
 

＝
鱒
秀
ノ
魯
ノ
デ
す
ク
ト
云
フ
可
芸
ブ
ル
4
』
、
鳶
評
レ
て
、
彼
 
）
 
鱒
 

極
限
て
創
意
鼠
莞
科
誉
葦
し
夢
濁
し
孟
る
。
・
 
ふ
．
し
 
東
聖
篭
管
し
て
の
柴
左
街
門
貰
る
に
、
′
1
阿
野
驚
倒
 
供
酢
 

浦
新
開
ヨ
リ
薩
田
神
米
包
新
開
砦
蓋
二
糖
謂
謂
軍
 
攣
牒
き
趣
笠
纂
蒼
方
軋
め
贋
諾
盈
が
行
許
て
孝
 
 

′
 
夢
鴇
魔
神
の
築
遁
変
成
功
以
外
・
宰
∵
大
阪
淀
川
尿
秒
改
傭
農
許
し
 
 

て
、
天
撤
桁
、
赦
汲
棒
、
敷
島
隙
近
の
寄
塑
亨
草
坪
恩
讐
ぜ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虚
薗
 
 

ボ
レ
オ
Y
戎
銃
よ
－
吐
息
凝
簸
進
歩
せ
る
1
も
の
で
卦
・
る
去
摘
ば
／
れ
名
 
 

菓
に
、
文
政
七
卑
、
．
傾
十
五
歳
に
し
て
百
傲
腱
及
用
鱒
姦
を
 
 
 

第
十
九
馨
 
夢
∵
ニ
・
三
既
 
 

∴
義
出
市
の
摘
苗
と
久
米
菜
養
街
バ
と
は
不
常
数
の
関
係
に
牽
つ
〇
 
一
ふ
吋
 
 

併
組
乍
ら
久
米
築
患
門
以
前
に
、
於
叢
刊
附
賢
輿
壇
‥
宗
深
 
 

溝
鷲
か
ま
ふ
芸
ん
左
様
で
蛋
い
。
古
く
は
晋
牒
隼
 
摘
晋
『
欝
軌
。
細
遠
望
晶
鸞
阿
潜
霊
義
軍
賢
畢
 
 
 

ノ
′
T
 
 
 

翫
 

淵
屠
 

養
る
料
箪
着
た
る
寧
を
立
許
す
る
好
個
の
賛
刺
と
し
て
躾
折
線
由
共
 
済
欝
欝
各
 

軍
嘉
島
る
に
前
掲
の
蜜
賢
以
外
警
 
悩
 
 

空
欄
畳
方
盈
∵
渕
螢
敵
、
無
芸
野
の
欒
贋
蓼
考
磯
、
経
家
 
僕
、
天
球
儀
∴
 

地
球
儀
、
相
棒
絆
、
毎
開
舘
横
型
、
豊
富
、
粟
 
屋
聖
 

水
相
称
の
畠
て
で
は
砂
買
掛
、
妙
賢
愚
、
 
」
 

㍉
∴
 
竃
江
新
由
加
藤
姦
竹
警
＼
前
濱
設
露
、
中
川
小
蒜
要
衝
、
遍
㌧
 
 

新
関
濱
串
顆
銅
警
御
還
元
帳
蒜
子
許
樋
設
封
腎
都
農
i
 
恕
 

園
豪
農
川
敢
竺
農
儲
詑
朋
入
軽
質
等
晋
診
 
唾
葱
此
等
量
 

の
何
れ
姦
つ
で
見
r
て
町
彼
の
廟
警
村
境
性
 
 

と
驚
辟
性
の
匿
じ
み
好
し
虚
き
泰
阜
見
出
し
う
る
で
あ
ら
う
。
 

ニ
∵
親
・
ほ
愚
掛
＆
久
悉
警
衛
門
 

碧
海
層
蒜
山
の
改
修
（
は
騨
翫
掩
 
 

（
二
三
）
二
三
 
 

下
層
簡
約
酢
蛸
閻
離
舶
）
姦
め
蒜
悶
警
作
る
計
呈
㍗
 
 

謂
靭
ほ
詣
㍊
㍗
麺
 
 

1  

－．  
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え
二
度
長
・
究
和
の
頃
に
蒼
つ
て
艶
州
赤
穂
方
面
よ
り
移
住
し
凍
れ
 
 
 

…
入
置
よ
つ
で
古
濱
（
卵
顆
詣
）
遷
開
か
濡
と
侍
へ
ら
れ
 
 

東
灘
厳
、
而
雷
駿
池
外
以
巌
営
威
ツ
を
そ
東
患
儲
記
ノ
バ
 
 

′
 
 
 

ダ
横
恕
公
審
略
庭
は
、
 

衰
辟
T
泰
巳
滋
ぺ
月
阿
哲
郡
北
険
出
相
磯
閑
地
成
功
す
m
誓
 
 

抑
l
－
息
 
 

の
エ
未
設
計
鱒
よ
？
で
大
成
功
を
敏
ゆ
b
事
を
述
べ
て
遺
憾
が
季
 
 

い
ご
光
栄
塘
悶
の
範
退
設
計
開
巻
に
づ
吟
で
曙
高
僚
藩
は
横
棲
助
 
 

長
の
カ
軍
を
揮
っ
た
Ⅵ
で
あ
富
が
、
廟
恕
が
久
米
柴
左
衛
門
の
技
術
 
 

－
＼
 
 
 

を
用
ぁ
る
薔
に
ょ
？
掌
初
励
て
成
功
し
鱒
の
で
協
石
。
然
も
久
米
琴
 
 
 

丘
衛
顆
蜂
卦
な
る
技
術
屋
で
は
な
か
つ
炎
。
壷
梁
開
畿
に
つ
・
い
て
も
 
 
 

十
角
め
識
英
世
ふ
も
、
然
鳩
綿
密
な
る
計
意
性
を
も
つ
て
ゐ
た
り
 
「
 
 
 

例
あ
挙
げ
る
身
丈
政
七
井
十
月
土
工
日
彼
の
藩
公
梯
恕
へ
′
の
痙
自
軍
 
 

『
乍
恐
串
願
上
内
容
之
税
率
心
拭
之
口
上
旨
よ
る
主
、
樽
町
新
関
に
 
 
 

つ
い
て
粛
成
功
十
分
な
る
見
透
し
と
、
木
蘭
の
悉
息
を
有
せ
し
も
の
 
 

．
・
戸
部
く
 
 

『
阿
野
郡
北
戟
出
浦
仲
新
開
別
紙
心
繚
組
頭
璃
存
置
邁
南
棟
三
ケ
賢
乙
憫
 
 

乍
恐
私
ノ
す
簡
二
顔
碍
御
任
被
下
儀
称
バ
馬
冥
鱒
丁
争
二
替
チ
廟
嶺
有
出
 
 
 

情
風
習
登
竜
御
座
供
節
ご
針
還
軍
肛
何
掛
か
琴
猿
 
 

邑
 
 

久
米
袋
定
席
門
の
駁
撃
邦
銀
思
中
心
と
㌧
て
 

谷
り
＞
高
松
港
垂
は
既
に
初
代
の
噴
よ
 
 

野
ら
，
脅
高
稔
藩
記
I
、
英
公
爪
頼
義
）
侍
 
 

田
拡
は
注
意
・
ん
友
Ⅵ
で
 
 

保
三
拝
公
就
封
之
後
溝
 
 

．
′
 
 

、 

首
四
拾
貿
召
 
 
 

堕
方
御
日
銀
之
寄
 
 

人
銀
合
武
官
七
拾
償
筑
目
偵
吋
挙
二
世
シ
此
米
四
千
石
庭
 
 
 

乍
恐
痘
チ
呑
川
野
之
御
嵩
二
直
シ
見
レ
バ
 
 
 

高
八
千
廿
膏
五
十
石
孟
宗
是
別
田
畑
開
賛
同
閉
止
僻
亦
御
引
替
鎧
出
銀
 
 

札
チ
減
ス
r
蛋
六
音
瞥
余
私
頒
選
別
阻
乱
入
′
勘
露
警
肝
葵
 
 
 

卜
蓉
存
候
己
上
 
∴
 

急
衛
門
ぎ
 
 

‥
草
冬
青
 

と
整
琶
で
ゐ
針
の
で
あ
る
が
、
撰
し
て
㌢
れ
よ
凄
径
六
軒
天
保
十
 
 

三
年
二
月
に
廉
け
る
東
濱
頂
び
西
濱
の
御
口
威
御
冥
加
の
両
者
を
合
 
 

せ
る
ネ
此
南
淡
の
訝
に
て
百
拾
二
衰
∬
百
舐
蟹
ハ
匁
畑
分
九
悪
に
 
 

達
心
て
嗜
。
今
之
を
嘗
諾
す
る
嘗
官
費
料
呼
吸
揖
市
香
川
尊
 
 

書
氏
所
赦
の
「
坂
出
清
新
閑
酪
洛
之
甲
∵
（
天
保
聖
二
章
冥
爽
錬
士
 
 

旬
改
牡
）
示
あ
る
が
、
彿
閑
壇
田
協
商
に
次
の
．
如
く
添
若
さ
れ
て
 
 

．
＼
 
 

ゝ
 
仰
付
俄
共
一
軌
迷
惑
埠
間
数
タ
メ
ニ
軽
舗
文
笥
適
上
既
存
御
用
チ
相
動
申
 
 

h8 

年
 
 

度
轟
ア
国
家
費
屈
之
ぞ
メ
脚
命
サ
・
憎
㌣
 

揮
之
間
御
偲
被
成
敬
下
僚
得
バ
徽
上
撃
茸
少
毛
御
出
撃
－
ハ
不
及
、
叉
ハ
 

他
渾
へ
車
攣
ン
不
敵
有
新
開
過
年
数
立
持
上
句
申
止
候
周
煽
三
悪
敷
機
夜
 
 

伽
付
′
叔
碩
位
襲
撃
供
望
1
 
と
r
、
烈
タ
の
嶺
塊
を
風
せ
、
黄
ば
砂
糖
及
び
惑
の
漁
党
利
茶
粧
就
 
 

い
て
次
の
如
く
、
 
 

『
乍
恐
着
席
磯
鹿
東
之
上
ハ
御
随
益
相
成
侯
粉
 
 

【
1
包
り
。
 
 

砂
糖
愛
余
分
銀
之
寄
・
 
鱒
三
劇
証
鷺
宮
 
 

∫
 
（
二
一
三
）
 
】
〓
ニ
ー
 
 

／、鳶   
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． 

高
給
三
賞
五
官
試
拾
大
匁
四
分
九
厘
＼
 
 

川
一
 
 

慮
 
b
附
い
 
 

ゝ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
へ
推
定
）
 
 
御
。
銀
－
、
痘
莞
増
産
九
匁
旦
〓
河
 
 

此
應
拾
六
万
三
〒
八
官
九
拾
七
瞥
ハ
歩
 
 
 

望
遠
、
ニ
村
雲
分
苑
 
 

和
英
伽
 
1
六
拾
四
豊
富
拾
七
匁
斌
空
腰
 
 

此
麹
蜜
万
六
亨
八
拾
九
俵
≡
歩
或
毛
玉
鰊
 
 

偵
蜜
俵
三
村
四
匁
宛
 
 

〔
束
〕
1
4
 
選
者
璧
警
義
兄
匁
七
分
遜
慮
 
 

（
中
 
 
略
）
 
 

州
七
番
 
鷺
増
山
昏
百
蓼
拾
武
匁
試
分
 
 
 

β
 
 東

濱
〆
蓄
拾
九
質
点
拾
九
劇
九
好
打
・
 
 

）
 
 
 

〔
西
〕
1
5
、
≡
番
就
貰
四
官
金
分
・
 
 

ゐ
る
。
 
 

坂
出
清
輝
折
紬
橙
濱
之
退
 
1
 
 

天
保
†
三
重
凛
鐘
ヒ
旬
改
之
 
 

東
海
〆
五
拾
九
寛
麗
拾
ガ
匁
九
分
 
 

西
濱
〆
五
拾
四
貫
四
望
ハ
拾
七
匁
五
分
九
嘩
∴
 
 

．
爾
濱
約
ザ
辻
食
 
 

滞
†
九
替
 
第
丁
三
㌔
三
既
 
 

州
五
番
壷
貰
咽
百
恵
拾
九
勾
玉
威
 
 

（
中
 
 

略
）
 
 

′T   

〓
二
四
）
 
二
ふ
四
 
 

嬰
肇
笠
芸
還
蕗
線
学
ハ
拾
七
匁
葦
分
九
鱒
 
 
 

斯
く
b
て
坂
出
遵
関
鹿
又
改
元
年
三
月
十
青
紫
左
衝
門
が
御
普
 
 

請
奉
行
慕
ぜ
ら
れ
て
裳
曇
澄
慧
政
去
年
八
月
に
吟
斡
ん
 
 

ど
空
し
忍
る
が
、
元
の
礎
望
齢
鱒
誓
書
町
六
段
八
詔
、
 

ヾ
 
畑
苦
 

芙
町
鼓
姦
、
壷
警
十
霞
及
窟
讐
夫
莞
農
 
 

眉
九
拾
三
鹿
八
車
六
宵
飴
人
に
達
し
た
と
請
は
れ
．
る
憎
い
ノ
ま
管
坂
班
 
町
 

の
み
纂
け
蒐
偏
和
ヤ
毒
瓢
箪
竃
の
痴
硬
に
よ
る
と
V
壇
 
 

相
反
層
露
欝
芸
芳
容
窄
雷
七
壱
で
驚
け
＼
感
孝
 
）
．
 
衛
 

門
時
代
と
訣
差
な
き
こ
と
藍
円
か
れ
る
C
仙
登
於
で
豪
桐
箱
今
 
 

月
の
殿
輝
は
偲
柴
に
紬
す
る
攣
り
久
米
葉
左
静
門
に
資
す
る
豊
甘
か
 
≠
 
得
意
 

、
選
ぐ
臭
芋
宗
主
月
二
言
に
豊
太
子
雫
が
 
坂
崇
 

に
行
啓
、
賢
二
年
貢
意
に
笑
曹
撃
同
妃
管
し
 

艮
妄
王
麟
貰
、
信
子
至
殿
下
が
御
威
サ
遊
ぼ
さ
れ
、
欝
件
数
弘
 
一
ノ
＼
 
及
び
 

久
凍
焚
豪
衛
門
の
磐
m
藍
屋
し
給
う
て
ゐ
る
呵
b
盛
に
、
昭
 
和
碁
 

八
、
月
十
六
巨
遷
宮
警
、
何
十
毒
六
月
苦
瓜
は
執
 
香
志
望
 

虚
字
が
普
く
久
儀
左
衝
㌘
替
m
名
題
ば
さ
 
 

れ
七
ゐ
る
か
、
観
下
宗
宗
門
竪
琴
べ
．
く
、
今
見
栄
武
野
J
 
 

甲
竃
他
者
書
と
ん
て
推
警
雷
所
管
亦
償
晶
宗
門
 

身
の
設
計
蒜
が
科
雷
意
墓
よ
姦
ち
孟
蕎
然
の
賂
 
結
 

を
粂
啓
息
粥
ふ
Y
′
ペ
き
で
あ
ら
う
。
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東
胡
市
鎌
田
華
臍
愈
に
ぼ
久
米
発
足
衛
門
の
稿
本
「
経
験
元
鎗
」
 
 
 

が
密
殺
せ
ら
れ
て
切
る
。
ふ
ね
て
よ
り
筆
者
償
の
櫨
田
絹
膵
の
選
 
り
、
ル
 

ノ  

タ
 
表
層
を
他
の
∵
聯
の
記
線
と
共
縫
紋
見
⊥
た
き
念
願
を
も
与
ゐ
仕
る
 
 

ん
町
 
 
 

を
れ
鹿
？
濠
期
せ
る
、
如
く
紆
換
好
感
は
所
謂
繹
臍
原
謝
的
な
甜
論
理
 
 
 

潜
畢
¢
構
想
を
展
示
せ
る
も
の
で
診
い
。
主
と
し
て
感
の
聞
題
を
 
 
 

瘍
心
と
じ
て
、
温
略
静
間
屋
心
機
之
軸
首
藤
撫
養
欝
曙
将
領
掛
物
、
 
 
 

靂
問
屋
破
仰
仲
之
膚
、
濱
方
庄
厨
之
薫
・
磯
方
御
道
た
銀
星
謹
↓
諸
 
 
 

∴
団
塊
攣
仕
切
之
野
竹
原
頚
髄
切
放
之
事
∵
多
嘗
濱
観
賢
仕
切
㌦
御
 
 
 

廟
閑
機
敏
切
放
之
繁
盛
判
儲
、
坂
磯
村
蕃
濱
諸
掛
≠
物
∵
御
噺
瀾
 
 
 

濱
芳
席
諸
倒
惣
徽
夢
薪
洩
定
燦
々
、
濱
僧
倦
共
諸
掛
物
見
数
乱
心
 
 
 

琉
、
間
層
雰
竃
上
銀
之
番
、
惑
〆
・
ヤ
方
拇
役
人
並
帆
別
虜
坂
野
之
 
 
 

撃
、
徴
悪
賢
義
孝
渾
乍
恐
甘
上
、
墟
濱
都
合
六
千
七
酔
此
地
場
 
 
 

料
堂
ケ
年
分
銀
六
聴
蓋
苗
登
壇
抑
篭
屡
嵩
軒
繭
入
日
銀
仕
分
、
摘
皿
 
 
 

田
方
之
擬
－
産
声
遭
問
屋
肇
糾
、
御
観
ヨ
ワ
江
戸
迄
海
上
愚
数
、
∵
御
 
 
 

敷
開
賎
豪
汐
垂
穴
並
ヰ
融
激
情
預
械
、
璃
鞄
歯
間
数
、
寅
㌫
摘
発
遠
 
 
 

月
甘
羞
昔
品
讐
丁
一
路
呼
酒
凛
々
左
之
通
坤
蓮
供
、
細
新
開
鹿
野
寸
 
 
 

汲
、
廻
船
稗
入
、
清
元
静
掛
物
、
‥
凍
久
嶋
∵
属
唇
儲
劇
物
等
の
讃
項
 
 
 

屑
を
璽
蔑
に
由
列
ん
漉
庵
の
や
あ
藩
竹
越
㊥
て
管
際
約
で
⑬
 
 

久
米
焚
滋
衛
閏
の
匿
啓
発
瞬
か
中
心
と
し
て
 
 

三
 
特
に
経
演
元
級
芯
裁
や
て
 
 
 

門
自
身
の
他
庖
尊
記
類
を
も
麿
ど
る
苓
北
よ
も
本
署
は
文
政
七
・
八
 
 

年
頃
決
七
藍
蒜
せ
る
も
の
で
搾
な
く
し
天
保
の
初
醜
少
く
と
も
 
1
 
 
 

二
・
三
年
頃
ま
首
備
忘
録
的
に
其
の
繹
緑
営
配
列
灘
覚
⊥
て
敦
妖
 
 

雲
靂
息
め
る
浅
漬
見
獲
じ
が
つ
い
鞍
祈
寂
家
に
封
し
 
 

」
遠
宿
意
還
蕃
礫
＿
点
か
滋
が
ら
「
経
済
畢
録
」
あ
表
紙
を
削
ぐ
 
 
 

と
ノ
∵
熟
し
で
「
土
下
関
記
」
、
更
に
身
の
下
部
に
隠
れ
て
∵
「
三
省
 
 

り
、
憩
闇
関
係
妙
案
造
∵
封
理
∵
綿
雪
放
資
に
威
い
て
文
化
・
文
 
 

政
年
代
㊥
接
触
を
究
む
一
る
に
好
個
の
眉
料
と
払
へ
せ
ぅ
。
 
 
 

究
づ
其
の
凄
作
年
代
風
簸
い
互
は
∵
た
ゞ
其
の
末
尾
に
、
「
八
 

ヤ
右
御
車
行
疎
ま
り
孫
左
衛
門
へ
、
御
中
付
久
凝
着
蓮
鯛
供
」
人
毒
 
 

る
の
み
に
て
此
ゐ
年
代
弦
警
官
る
欄
外
な
い
わ
で
あ
る
が
、
岡
田
 
 

唯
曹
紛
は
昇
の
時
儲
に
戯
い
て
二
つ
め
推
定
を
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
 
 

一
項
 
 
「
文
政
九
璧
二
月
十
∴
日
数
左
衛
門
が
滞
よ
ゆ
御
普
請
奉
行
役
 
 

を
命
ぜ
ら
れ
か
少
く
と
も
丁
土
年
前
、
即
ち
文
磯
七
・
八
．
 
 

年
頃
落
公
匿
赦
音
す
べ
、
く
路
用
築
池
の
預
定
利
器
等
を
考
六
 
 

工
苧
企
登
磯
風
之
を
書
き
下
し
忽
∵
十
 
 

ゴ
、
▲
盛
田
り
サ
應
俊
ゴ
也
る
文
政
十
コ
年
八
月
め
少
し
前
よ
乳
琴
 
 

見
る
れ
る
か
ち
最
も
合
甥
的
な
判
断
彗
は
あ
る
皐
こ
∵
か
。
 
 

と
冨
は
れ
る
凱
で
あ
る
紳
、
筆
者
は
原
文
聖
二
謹
祖
語
怠
っ
柴
完
膚
 
 

尊
下
心
た
訂
も
わ
。
＼
之
に
就
小
て
彼
、
、
柴
左
衛
門
接
頭
富
田
 
 

釆
次
第
各
地
ぬ
横
迭
放
資
し
て
、
所
謂
換
僻
し
ゆ
け
る
跡
が
 
 

二
こ
充
）
ノ
 
ニ
ー
五
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ヽヽ甘   h、  

も
 
第
サ
九
魯
 

租
録
忘
変
態
が
新
た
に
見
甘
さ
れ
寛
之
に
腐
ら
て
、
発
癌
門
も
 
 

が
此
の
稿
本
の
表
瞥
乞
名
づ
け
る
灯
就
い
て
も
卑
成
－
れ
苦
心
せ
る
あ
 
 

と
が
職
出
さ
れ
、
「
ニ
呑
秘
録
」
′
と
す
べ
き
ぁ
ご
▲
上
下
間
記
」
よ
す
 

小
リ
 
ベ
き
か
思
策
の
揚
句
を
恵
む
決
し
て
「
経
消
冗
録
」
主
家
超
し
、
貼
 
 

紙
を
つ
Ⅵ
溌
の
で
あ
ら
，
り
。
故
初
か
ら
三
省
秘
録
と
小
ふ
自
省
摩
の
 
教
 

鞭
を
利
用
し
烏
′
も
′
の
と
ば
竺
な
い
。
索
中
隊
所
に
散
見
す
る
中
 
り
／
一
l
 
 

灘
牒
は
凍
故
七
年
、
珂
四
月
ほ
文
政
八
年
、
オ
ナ
月
は
潔
敬
十
毒
 
 

で
あ
る
と
思
は
れ
る
寮
、
寅
四
月
せ
五
伯
仲
に
七
苓
濁
チ
血
統
呼
酒
 
 

啓
七
滋
之
酒
場
蓮
候
ヤ
喜
、
高
松
港
が
藩
膝
枕
乏
の
折
柄
触
想
算
 
 

段
を
し
て
坂
出
東
商
大
濱
の
新
開
決
行
せ
ネ
漆
苑
を
肇
ぺ
常
御
新
関
 
 

に
て
渡
髄
致
傾
倒
厚
恩
忘
却
不
敦
候
隊
御
濱
随
分
に
大
切
に
致
家
柴
 
 

瀾
囁
致
低
層
鱒
二
御
奉
行
御
恩
別
而
忘
却
嚢
乏
棟
被
敦
候
寧
」
と
結
 

ん
で
、
浅
手
に
月
繭
を
要
撃
し
七
ゐ
る
が
∵
此
掛
其
の
炭
層
虹
於
い
 
 

で
既
紅
吸
出
東
西
丙
藩
開
墾
終
息
功
ん
相
常
の
収
益
を
黎
げ
得
る
に
 
 

苛
つ
た
啓
を
静
ず
㌃
支
署
で
あ
わ
、
魔
つ
怒
典
¢
女
頭
広
見
え
る
寅
 
 

四
犀
は
坂
出
凝
田
成
功
（
女
政
十
二
年
八
角
）
直
後
由
寅
天
保
元
年
 
 

（
攻
政
‡
年
）
と
断
定
し
て
殆
ん
ど
誤
れ
は
を
い
や
か
て
薫
管
掌
 
 

′
 
 

は
泉
だ
東
規
模
塾
田
の
開
墾
計
ら
れ
ざ
各
滞
じ
賞
年
文
政
元
年
凌
で
 
 

遡
邪
推
吏
す
る
弟
束
を
牒
ね
禁
∨
。
∴
癒
臍
兄
嫁
」
l
・
の
賭
作
東
代
が
 

文
政
初
期
庇
遡
り
得
な
い
有
力
漆
る
論
壕
に
次
の
爵
繋
が
敬
見
せ
ら
 
 

れ
誉
即
ち
、
東
左
徹
門
点
身
阻
手
記
「
文
政
十
年
敦
感
月
上
旬
ず
 
 

＼
 
 

擦
や
で
、
之
襟
懐
申
陀
見
え
諸
率
磯
寵
政
廿
仙
牛
丸
月
廿
日
よ
拍
 
 

遡
り
得
蘇
る
∴
壷
籾
1
誉
の
で
あ
桑
 

拓
 
l
輿
左
街
円
墳
攻
囲
墾
甜
無
法
計
露
を
野
草
ゑ
桝
紅
∵
聖
遵
守
山
 
 

な
ど
常
澄
や
葦
方
位
脅
見
定
め
る
．
等
衡
土
木
畢
的
な
立
瘍
か
ら
ば
勿
 
 

論
や
尊
、
㌧
他
の
諸
固
亀
田
例
へ
ば
、
阿
琴
。
、
撫
挙
・
袴
田
十
赤
穂
‥
 
 
 

薔
州
頻
出
麟
問
屋
 
 

草
屋
佐
次
哀
感
円
′
 
 

麹
舛
改
∴
ガ
 
 

ム
〆
 
 

江
戸
御
伸
貫
衆
申
 
 

東
新
蘭
諸
硫
心
発
明
妄
洩
る
が
、
之
ば
奇
蹟
的
に
姦
轡
先
鋒
L
の
 
 

議
分
基
数
サ
る
。
漕
孟
亥
年
（
梗
讐
久
米
低
所
疲
「
宿
元
 

）
 
鋭
線
シ
之
罵
警
吻
う
ち
檻
見
ち
れ
る
攻
め
増
刊
鑑
な
ど
、
「
経
折
 
 

元
錐
」
中
佐
食
ま
れ
る
、
を
れ
は
胡
ら
か
に
此
虚
よ
ら
嘩
帯
締
鋒
せ
 
 

る
も
と
思
は
れ
る
㍉
 
 

睦
 
判
 
鑑
 
 

釈
放
風
解
酔
試
リ
 
 
 

ー
分
俵
四
千
四
官
給
武
儀
 
 

俵
′
染
印
す
粛
眉
 
 

間
 
焼
 
印
 
替
附
 
 

看
者
引
田
久
盤
尾
奈
荷
門
数
鬼
へ
厳
粛
液
中
虞
紛
無
御
座
朕
 
 

文
政
せ
丁
奉
守
九
見
放
頁
 
 

穴
二
と
ハ
）
 
〓
こ
ハ
．
つ
 
 
 

〓
上
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鶉ち  

ノ 

築
造
形
式
、
仕
切
、
紗
計
数
い
墓
さ
に
痢
到
霧
嘗
℃
帯
 
 

ぁ
る
。
」
・
介
の
科
挙
者
、
土
木
家
と
し
て
鱒
久
米
条
左
衛
門
は
経
旅
 
 

人
と
し
．
て
の
原
憤
採
算
に
も
亦
隊
め
て
明
a
き
見
識
を
も
つ
せ
Ⅷ
た
 
、
 
 

と
思
．
服
れ
駕
扇
へ
ぼ
「
経
商
売
感
昔
申
．
せ
施
ち
れ
繁
叫
嶽
新
開
出
 
 

猟
揃
数
ケ
年
後
御
国
．
へ
御
盈
入
金
之
簡
」
な
ど
を
凝
る
に
↓
 
 

竹
庶
・
潟
兎
・
幾
久
嶋
・
〝
高
屋
 
 

J  

l
 
 

一
鱒
濱
都
合
大
給
七
紆
 
む
 
 

此
地
場
料
萱
ケ
年
分
 
 
 

銀
六
拾
七
賢
牒
血
 
 

盟
を
研
い
萱
貿
ヅ
、
下
シ
斜
中
u
汀
 
 

ふ
御
口
銀
六
拾
冤
三
宮
冒
 
 

着
高
野
四
膏
八
拾
石
倉
 
 

…
u
Y
 
御
年
巽
東
澤
ミ
作
徳
光
共
正
光
千
石
森
 
く
着
済
方
畑
穿
御
帳
簡
藩
 
⊥
琴
華
甲
分
 

≡
子
繭
蒲
薗
、
1
 
 
 

羞
御
新
聞
女
サ
由
東
物
入
金
水
盤
之
高
寄
 
 

盤
葛
分
党
ガ
0
〇
玉
露
目
血
一
 
 
 

此
金
資
万
五
千
四
官
余
間
 
 
 

倣
釜
崖
密
軒
漁
ニ
1
付
蜜
ケ
年
分
水
脇
警
桝
拾
五
質
ツ
ソ
之
□
ロ
 

㍉
内
藤
亙
 
 

久
塊
凝
在
荷
門
の
軽
挙
邦
銀
を
中
心
と
し
て
 
 

其
噴
射
野
口
銀
、
蒜
節
季
澄
首
轡
へ
醸
唄
可
隠
破
 
 

外
賓
細
恵
庭
歌
麿
拾
町
飴
／
 
 

但
蜜
軒
前
三
好
別
儀
太
匁
健
也
御
定
法
ト
と
7
．
俵
蜜
分
五
感
由
守
 
 

＼
 
 

瀬
戸
田
∵
初
溜
濱
汲
ど
将
就
い
て
 
 
 

と
あ
・
ウ
、
莫
大
な
る
和
姦
あ
る
事
哲
濠
見
し
た
っ
墟
紅
就
い
て
は
眈
 

に
述
べ
東
如
ん
で
あ
る
が
盛
田
外
の
層
の
利
益
な
ど
に
就
い
て
も
二
 
 

本
十
両
せ
見
て
＝
を
り
、
あ
攣
摘
記
比
し
て
此
軽
灘
の
資
料
秘
抄
て
 
 

乏
し
攣
っ
ち
に
好
個
の
誌
唆
毯
輿
へ
る
。
 
 
 

証
 
砂
糖
け
攣
庖
を
栴
じ
て
．
讃
襲
名
と
い
ふ
が
、
徳
川
末
期
膚
松
藩
 
 
 

虜
腰
賑
の
遜
底
を
な
せ
ノ
牒
も
男
而
心
一
て
嘩
の
三
萄
の
研
究
に
就
い
て
 
 

は
、
砂
糖
と
盛
に
抽
す
る
限
り
相
酋
Ⅵ
文
献
が
肇
岐
各
地
に
残
っ
て
ゐ
 
 

．
る
の
で
洩
る
噂
綿
に
隣
し
て
針
甚
だ
抄
い
。
之
は
眉
間
俸
承
に
よ
る
の
 
 

外
は
な
い
が
、
月
島
本
町
の
古
老
橋
立
雄
氏
、
坂
出
市
の
蕾
田
大
赦
第
 
 

の
款
・
を
踪
合
す
る
と
現
在
琴
平
電
銑
の
劇
ノ
軍
岡
田
を
鞍
ぷ
坂
出
蒔
 

の
と
れ
グ
！
ラ
ン
ド
が
有
力
点
る
中
心
地
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
濱
田
 
 

▲
磨
の
談
に
よ
れ
ば
」
岡
田
綿
な
ど
も
明
治
初
期
摘
に
坂
出
に
迦
び
出
さ
 
 
 

れ
」
坂
出
市
に
は
多
く
の
娘
昆
を
存
t
て
ゐ
た
と
い
㌧
ふ
。
 

経
済
元
録
㊥
酔
頭
ノ
「
儀
嘩
諮
問
腐
心
稗
之
軸
」
∴
に
は
、
 
 

．
．
－
⊥
 
 

L
知
事
繋
綿
密
ケ
年
鮮
碧
本
飴
 
 
 

′
 
此
金
武
琴
南
余
叉
列
二
級
毅
之
頬
 
 

千
四
潜
石
余
此
金
千
両
余
 
 

甑
方
金
〆
三
〒
爾
飴
二
常
ル
 
 
 

毎
胤
ケ
年
分
入
金
之
高
 
 

＼
デ
濱
方
嘗
合
警
八
富
商
飴
 
 
 
 
 
 
宿
乳
晩
年
三
翌
潤
構
筍
之
御
憩
鍔
エ
ロ
ロ
得
六
 郷

距
竃
米
英
ノ
外
 
 

釣
鐘
牒
篭
望
郷
歴
恢
 
 

烹
文
政
†
蒜
）
軋
伊
中
旬
正
孝
 
 

（
劇
ユ
七
）
 
叫
二
七
 
 
 

ヾ
 
′
 
 

誹
誹
溌
牒
欄
瀾
逓
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



Iヽ   

‘‾＼  

／ ＼  

ぺ一塁  

蒜
新
開
諮
問
慮
之
義
ハ
憩
時
御
勒
霧
六
郷
警
被
威
儀
て
朝
 
 

簡
捷
彿
仕
切
金
悉
間
警
元
一
取
柄
定
然
雲
松
凝
其
外
正
金
貫
之
 
ノ
■
一
 
分
審
問
摩
手
 

元
㌻
入
用
2
徳
切
金
文
ハ
相
接
候
棟
仕
度
尤
恩
寵
□
 
 

銀
之
内
四
歩
意
野
争
料
凝
着
三
脚
盛
儀
簡
薬
羞
之
外
貨
 
感
誓
 

書
ル
亀
有
閑
雲
り
藤
百
性
＼
仕
入
等
い
た
し
仕
成
晶
成
 
僚
 

得
藁
金
雲
脚
之
撃
南
御
銀
札
三
晶
痢
候
警
御
座
候
』
 
 

と
て
∵
新
設
姪
関
屋
は
御
勘
考
断
と
の
褒
金
柑
係
空
ポ
唆
し
、
硬
貨
 
 

節
約
の
賢
妻
′
J
盤
の
森
雷
橡
警
戒
貪
の
外
、
勉
め
で
銀
 
 

札
援
用
に
七
警
ん
亭
ヤ
播
州
赤
穂
な
ど
の
例
盈
い
て
蒜
桝
 
ヽ
 
 

言
金
入
用
粗
ツ
、
葡
涯
僚
機
』
な
意
成
塞
い
て
ゐ
る
。
而
し
 
 

て
此
時
の
襲
賢
哲
れ
る
遺
産
管
′
簑
斗
黎
、
問
屋
 
 

月
餞
九
崖
、
ム
荷
贋
書
聖
と
定
め
ら
れ
芸
る
。
芝
∵
次
の
 
厨
恩
 

被
抑
賢
ト
「
露
蒜
、
既
に
豊
吉
爵
の
成
葺
 
′
 
 
 
 
、
 

、
、
、
、
－
ヽ
ヽ
ヽ
 
る
跡
が
寮
濫
∵
誓
文
窟
葵
等
雇
切
贋
受
等
妥
句
よ
虫
 
や
、
一
・
 
察
す
れ
ぼ
 

、
高
冷
藩
窟
驚
替
に
放
い
て
肥
料
代
欝
に
よ
る
金
 
潮
統
 

制
姦
せ
る
．
肇
慧
皿
の
感
要
燃
料
雷
松
葉
の
買
入
正
就
い
 

意
段
咋
完
風
り
厳
漂
其
め
実
に
讐
委
凰
の
 
 

轟
に
い
で
ん
ょ
せ
る
も
の
1
好
く
思
は
れ
名
。
御
新
開
環
琴
に
拭
い
 
 

て
は
責
苛
な
る
者
を
推
薦
し
、
知
新
関
連
街
中
、
中
朝
慈
隼
レ
網
漁
 
、
 
應
方
瞥
 

銀
等
、
ニ
言
開
は
梼
諾
噂
費
監
尭
讐
意
㍉
 
 

東
に
療
甲
・
赤
撃
竹
原
・
多
寄
濱
な
ど
恩
義
仕
切
耽
を
歯
や
て
 
 

第
＋
太
巻
 
第
㌻
二
こ
】
衰
 
 

も
Y
 
 

＼   

ヽ
1
■
 
 堀

な
ど
の
此
餃
研
究
を
馬
し
、
 
 

て
は
次
の
如
く
掲
げ
て
ゐ
る
α
 
 

肴
之
層
牌
横
渡
御
銀
攣
表
敬
此
義
妹
出
入
相
野
隕
侯
 
 

御
軟
式
斗
六
升
巾
入
 
 

盲
 
 

仙
玲
三
匁
毎
分
荒
原
 
 
 

上
玉
匁
也
》
 
 
 

ご
軍
些
年
分
 
 

㌔
閤
宵
拾
匁
濫
琴
 
 

合
拾
錯
覚
閤
軍
二
終
車
冬
草
県
 
 

一
分
俵
五
年
五
官
俵
也
 
 

l  

五
匁
領
分
か
へ
 
 

此
大
使
餌
千
七
冨
五
給
金
霜
 
 

御
減
給
四
賀
試
拾
思
匁
由
 
 

列
ニ
 
 

ニ
則
首
七
招
五
匁
也
 
 

r
 
ヽ
 
 

一
層
拾
匁
血
 
 

八
分
 
 

…
帽
匁
［
〓
］
 
 
 

予
八
月
【
文
政
寸
－
年
卜
推
定
〕
 
 

新
 
 
開
 
 

鹿
仕
切
状
之
窃
 
 

常
態
西
御
新
関
の
畢
仕
切
妖
に
及
び
 
 

l
、
 
 
 

祝
祭
警
誹
胤
分
析
 
 

、
∴
こ
ー
 荷

直
、
 
 

ぞ
蒜
東
雲
蒜
 
 

ノ
 
 

大
伴
工
村
境
分
掛
 
 

‖
H
 
 

伺
 
 
匪
腰
掛
 
 

や
穣
 
 

口 蟹囁  

も
ヽ
価
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〃
 
ち
の
忽
出
蚤
に
就
い
て
は
、
」
軒
前
九
千
俵
と
見
稗
り
、
分
俵
は
 
 

賦
乱
九
万
七
㌣
隼
大
儀
拾
凶
露
人
千
吾
俵
と
辱
せ
に
入
府
を
 
 

掛
け
拾
塵
蛮
八
竃
八
拾
目
を
算
恥
、
竃
屋
璧
軒
前
よ
牒
金
算
術
試
歩
 
 

づ
づ
御
道
上
銀
を
出
さ
し
め
る
溺
と
し
て
ゐ
る
¢
∴
∵
1
や
 
 

∵
細
供
所
出
増
纂
包
新
開
を
準
の
簡
懲
芸
芸
盲
凄
 
三
堅
森
澤
藩
り
、
御
新
関
奄
象
汐
垂
穴
は
西
御
新
開
咤
都
合
園
子
 
 

三
空
ハ
紆
九
、
申
御
新
関
は
五
青
四
讐
ハ
十
四
あ
り
、
竃
家
数
は
 
 

嘩
三
十
≡
軒
、
申
、
≡
拾
七
軒
の
多
数
に
達
し
て
を
り
、
其
伊
御
 
 

新
設
西
新
開
大
浜
三
±
ニ
軒
 
 
 

来
辱
の
方
に
は
 
 

潟
党
藷
艶
物
 
 

侃
狼
之
払
ハ
箇
々
叩
虻
ル
 
 

一
食
相
場
出
入
共
高
松
之
邁
 
、
 
 

忘
富
豪
出
窓
問
四
拾
患
意
思
養
苛
 
 

表
口
銀
藩
硬
年
中
呼
東
海
凡
俵
柄
 
行
 
 

鶴
、
久
－
嶋
 
 

り
 

∵
御
口
偵
ハ
出
奔
準
賦
給
俵
軍
り
賦
拾
五
俵
迄
 
 

侶
出
東
鯉
高
弁
歩
掛
御
口
銀
ハ
三
分
ツ
、
 
 

久
米
発
走
彿
門
の
難
解
元
銀
叡
中
心
ど
し
て
 
 

′
 
 

遜
四
拾
億
傲
 

「
岬
町
五
民
歩
に
登
臨
 
「
多
少
之
を
′
】
購
β
と
 
 
 

い 一  

蛸
‥
竃
警
 
 
 

、
ト
 
 

押
 
 

と
し
て
膳
所
済
に
於
け
る
茸
夜
生
産
高
・
毎
口
銀
の
比
較
研
究
聖
零
 
 

し
て
み
る
や
 

√
 

「
盛
準
花
嫁
」
廣
他
農
産
衛
門
手
記
掛
に
掠
る
と
人
足
貸
餞
は
文
 
 

政
末
凡
そ
空
人
北
十
文
よ
選
者
四
分
位
で
み
篭
方
仮
の
琶
渕
を
 
 

記
入
せ
る
「
阿
野
溺
北
御
供
断
線
新
開
．
㌢
り
林
田
村
釆
包
新
開
迄
方
 
 

位
配
」
な
ど
¢
隠
坪
に
散
見
す
る
所
に
躍
れ
ぼ
ー
昇
の
．
支
彿
日
は
 
 

T
六
∵
三
・
八
の
日
と
な
サ
て
を
り
、
大
坂
二
見
都
方
面
よ
ト
計
 
 

就
万
三
千
武
官
人
を
隙
ひ
入
れ
、
 

代
鋭
寄
拾
七
貫
瀾
盲
目
を
真
珠
ひ
し
事
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
一
。
更
に
、
 
 

文
数
九
争
「
諸
櫛
之
心
労
㌘
末
尾
に
見
え
る
諸
算
腋
軽
之
率
に
綻
 
 

へ
吼
、
適
所
人
足
ぺ
′
の
女
蹄
皆
野
と
し
で
正
鍍
拾
匁
ぞ
っ
ち
警
山
 
 

笠
昇
飴
銀
札
渡
と
も
、
札
・
銀
ヤ
羊
の
割
合
と
し
意
孝
裟
興
味
 
 

あ
る
比
撃
と
息
は
れ
る
？
文
政
末
期
に
於
・
け
る
高
松
蕗
の
銀
札
呵
ン
 
 

㌃
－
雲
ン
．
と
思
業
に
潤
い
て
ほ
、
叉
瓢
の
誓
に
・
評
警
 
 

度
せ
念
嘲
に
満
ち
て
ゐ
る
。
〔
完
〕
 

一
御
打
捜
拾
五
感
き
ゃ
武
拾
俵
∴
 
 

届
造
詣
掛
物
 
 

〓
琴
琴
粗
雑
鱒
凡
三
拾
俵
ヨ
ヮ
餌
拾
五
億
健
也
 
 

）
 
 

l
 
 

、
 
 

〟  

／
．
 

表
梁
瀬
見
」
撃
て
〓
6
頁
一
（
「
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
 
 

成
」
第
十
入
谷
）
 
 

（
．
〓
一
九
）
 
山
二
九
 
 
 

＼  

′  
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